
i-都市再生
～都市構造可視化ツールを用いた建物の日照状況の把握～

総務部技術管理課

i-都市交流会議2023 1

東京都建設局



１. カーボンハーフ、ゼロエミッションの取組について
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◆ 都は、2030年カーボンハーフ、2050年ゼロエミッションの実現に
向けて、再生可能エネルギーの利用拡大を推進。

◆ 「隗より始めよ」の精神で、都有施設への太陽光パネル設置加速
化に向けて体制を強化



２. 建物の日照状況の把握に「Re:Earth」を活用
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◆「東京ソーラー屋根台帳」（ポテンシャルマップ）を公開し、建物
ごとに太陽光発電等への適合度を分かりやすく表示。

➡都市構造可視化ツール「Re:Earth」を用い、
都有施設の日照状況を可視化

・周囲の建物は「適」

・しかし都有施設の
は「条件付き適」

？江東区新砂

(1260 kWh/(m2・年)以上の日射量)

(1100 以上1260 kWh/(m2・年)
未満の日射量)

土木技術支援・人材育成センター



３.オープンソースの地理情報システム「Re:Earth」の特徴
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＜実用性＞情報のマッピング
・専門技術なしでも簡単に扱うことが
できる（ベンダーロックインを回避）
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＜独自性・新規性＞様々なプラグイン
・オープンデータ（3D都市モデル等）を
使い、建物や環境を表現できる

時刻歴太陽光・日影
シミュレーション
・建物の日照状況の
把握に活用できる



４.情報のマッピング（建設局の事務所・工区）
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◆ 事務所と工区の位置座標情報から、簡単に位置を表示
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事務所

工区

区部

区部

多摩部

多摩部



５.３Ｄ建物データで表現（PLATEAUデータ）
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◆ PLATEAUで一般公開しているデータを活用し建物を表示。
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２３区全てデータあり

八王子市、東村山市のみ

区部

多摩部



６.時刻歴太陽光・日影シミュレーション
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◆ 「Re:Earth」による可視化で、建物の日影による「条件付き適」を把握
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12/20 冬至

江東区新砂

太陽光×

太陽光○

太陽光×



東京都建設局 ～未来を創ろう みち・水・緑～
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◆設置可能な施設へ、2030年度までに、太陽光パネルを
100％設置することを目指して取組みを強化
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